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カムチャッカ西海岸に於ける底曳網漁場に就て

前田辰昭

(北海道大学水産学部遠洋漁業学教室〉

On the Trawl Fishing Ground off the West Coast 

of the Kamchatka Peninsula 

Tatsuaki MAEDA 

Abstract 

50 far as the author is awart>， the resuIts of investigations on the trawl fishing ground off 

the west coast of the Kamchatka Peninsu!a have so far民間onlyfragmentarily reported. 

Being entrusted with the assignment by the Fisheries Agency， Ministry of Agricultur官and

Forestry， Government of Japan， the author investigated sea current， bottom material， bottom 

condition， fishing and biological factors at the ground from lat. 530OQ'N to lat. 58030'N in 

]une 1955. 

The resuIts obtained may be stated as follows: 

1. A few valuabJe cod are found; shoals found near 100meters depth line are small， whilst those 
found near 50 meters depth line are large. 

On the other hand， Alaska poJlack，“Tsunogarei" and “Ro~ukegarei" (both are species of 
flat fish) are very abundant. They are found near 50-100 meters depth. 

2. Kavran Bay is presurned to he the spawning bed of king crab. 

It migrates from the shallow water to the deep and vice versa and as it grows it moves 

to the south. 

3. Sea bottom is flat in shape and therfore very good for a trawl fisbing ground. 

4. The bottom materials are sand and mud， operations are easy. 

5. At off 60-80 meters depth， zone of long and narrow cold water occurs except off Kavran 
Bay. 

6. The area of these trawl fishing grounds is estimated 2，500 square miJes. 

I 緒 言

カムチャッカ西海岸に於ける底棲重量源の開発は， 1929年頃よりソピエトによって行われ，我国では農林省

監視船俊鵠丸が1部6年から1939年まで恥締の傍ら当海域の調査を実施した。北海道水産試験場でも1937年.

1田8年の2ヶ年に豆り三洋丸を使用して540∞'N-51000'Nの底曳網漁場を，また1940年宮武氏(北海道水
産試験場〕は第11東海丸，明星丸の2隻を使用して53000'N以南の調査を行った。翌1941年デーゼルトロー

ラー厳河丸ほか3隻はカムチャッカ西海岸沖合の51000'N -54050' Nのトロール漁業を試みた。 1942年には

笠戸丸.厚生丸，遼東丸の三船団， 1担3年は笠戸丸， Z室東丸，東天丸の三船団がそれぞれ当海域に出漁して

母船式底曳網漁業の本絡的操業を行った。

戦後北洋漁業が両関されて， 1954年には機船底曳漁業による母船式タラ漁業の一船団が出漁し， 1957年に

は母船式並びに独航船方式による底曳漁業が行われた。

以上が今日に至る迄の調査及び試験操業の概要であるが.それらの結果が公表されているものは少しこ
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れ迄明らかにされいる海域は主とし

て530∞'N以南である。
木調査研究は1955年6月水産庁調

査船第15みなと丸(一隻曳機船底曳

網澱船〉を使用して，カムチャッカ

西海岸に於ける底曳網漁場調査，即

ち海底形状，底質，海況及び底曳網

による漁獲量，水族の分布等に就て

検討を加えたものである。

資斜は1955年6月6日より同7月

13目に至る期間に，カムチャッカ西

海岸の53000'Nから58030'N迄の距

岸20浬以沖，水深400mに達する大

陸棚の海域に於て，一隻曳機船底曳

網漁船第15みなと丸(74.85屯〉を使

用して得たものである。

海底地形， 7K深，底質，海況等は
』音響測深機(古野電気K..K.製， K

261型， 14K.C.)，手動測深機，採

泥器，転倒寒暖計等によって観測

し，魚群の分布及ひ.密度については

底曳網(八戸地方に使用せる綿系網〉

による漁獲試験によって調べた。

f{，] Fig. 1は調査海域を示したも

ので， 1より91までの数字は漁獲試

験の回次番号及び位置を示すもので

ある。

1. 海底に就て

(1)水深及ひ.海底地形

水深は Fig.1に示しである如く

で，等深線は海岸線とほぼ平行に南

北に伸びており ，530∞'Nでは海岸
から速く離れているがこれより北寄

りになると精接近し， 54030' N附近

より再び沖合に伸びる。そしてモロ

セチナヤ沖合に至って海岸線の湾曲

に沿って北東に走り，ベシジンスキ

資料及方法

結果及考察
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1958J 前回:西カムに於ける底曳網漁場

一湾に至る。ベシジンスキー湾口の最深部は南西から北東にi荷ってU、る。

街当海域南部の水深は水路部発行260号記載のものより多少深い値を示している。

海底地形に就ては航走中連続音測して観察した。南側の530oo'N附近は極〈緩慢な傾斜をなし，海底も平

坦であるが.水深2∞m-3oom附近に若干の岩礁が認められた (PlateI-l)054045'N~倍近では 140m以

浅は平坦であるが，これより急傾斜をなして深くなり， 2∞mより再び緩くなって260m!こ至つては畝状の凹

凸岩礁がみられる (Plate1 -2) 0 55039' N附近は南側海区と具り海底惑し特に100m附近に小さな突出

岩が散在し曳網は困難である (Plate工-3 ) 0 56029' N線は比駿的緩かな傾斜をしているが， 2∞mを境と

して顕著な岩礁脈の起伏がみられ600mまで続いている (PlateI-4)。この56029'N線の如き水深状況及

び海底地形の傾向は，北側にも現れ56054'N附近に於ても同様である (Plate工-5)0 57015'N及び57030'

N附近は岩礁少く平坦な斜面をなしているが，57045' Nから57054.'5Nでは海底状況も菱化しており，沿岸

Fig， 2. Distribution of bottom materials 

より 125m迄は傾斜少しこれより沖合は急斜面と

なり 300mに至る。然しこの西側には270mの小堆

(Bank)が認められる (Plate1 -6，7)。ペシジシス

キー湾口の58
0
18'N， 156057' Eの地点から58029.' 

5N，155047.'5Eの地点に至る38浬を航走して音測

記録を得た (PlateI-8)。これによると92mより

110m迄は傾斜少し 110m以深では次第に急にな

り， 250m附近より更に傾斜を増し360mに至って平

坦となる。最深部は363mでこれより西側は急に浅

くなっている。

(2) 底質分布

団。∞'Nから55000'Nに至る海域の陸岸沿ひに水

深60m附近は一般に砂で， 54000' N附近には薄い砂

tこ覆われた岩盤が認められ，操業に際し漁具に若干

の損害を来したこともあった。この沖合は殆んど砂

泥或は泥で操業に適しているが，水深250m-350m

に岩礁脈がみられた。 550∞'N-56
045'N海区の沿

岸容は砂又は砂泥で，沖合は岩礁地帯になってU、る。

56
0
45' N以北，58030'N迄は一部に石，ザンプ，岩礁

等みられるが.殆んど際，貝殻である。f"jペシジy

スキー湾口の南西から北東に伸びる最深部は砂泥と

なっており，その北西トルストイ岬側の浅海は岩盤

地帯である (Fig.2)。同海域はペジyスキー湾口

にあたり，潮流が相当速く (56051，'3N，154038' 

Eに於てSW/W!こ流れる2.2節の潮流を観測した)，

そのため泥や細砂が流動して浅海には擦や貝殻(プ

ジヅポの死毅〉が残り，深海部に砂泥が沈降してこ

のような底質分布を示しているものと想像される。

以上の如き底質状態から本海域の底曳網操業可能

水域を判断する次の如くなる。

-103ー
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ら350mに至る岩礁地帯を除いた海域。
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b. 55ooo'N より 560∞'N~の水深1ωm以浅海域。
c. 560∞'Nより56045'N迄の水深80m以浅海域。
倫同海域を泊固に亘って調査した俊鵠丸の結果によると， 570∞'N以南の距岸20浬-40浬の海区が好漁場
であると云う1).ほほ似たような結論がなされている。

2. 海況に就て

(1)海流

カムチャッカ西海岸に於ける海流調査は，漁業上から色々と行われて来たが，その多くは沿岸のもので，

沖合の広範囲な調査は少し細部の状況は今日命事j然としないようである。然し1917年， 1918年の雲鷹丸の

調査2)3)によると，オヨヲグ海全域の海流は反時計回りの一大左転流があり，更にイーチヤ及びヨシパヨパ

両河の沖合百数十浬の地点を中心とした，一つの左転渦流があると云われている。

ば 154' U~ 15"- w 本調査による水温，水色，透明度等の重量斜から海流

事場.，電工)I 
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の状況をみると，当海区南部から中部には濁って透

明度の低い沿岸水が陸岸沿ひに分布し，その沖合距

岸15i里-20混を中心とした透明度の高い温暖水が南

ss' から北に張り出している。更にこの沖合には珪藻類

を多量に含有せる濁った冷水帯があって，154030'E 

-155000' E 附近で澄んだ温暖水と接触して潮境を

形成している。これと同様の傾向は1942年の調査り

にもみられている。このようなことは北部のカブラ

げ ン湾沖からペyジYスキー湾口に於てもみられ，北

上暖流はカブラン湾沖からペyジシスキー湾に向っ

て伸びており，その西側には冷たく濁った水帯が観

察された (Fig.3， Fig. 5 )。北上流の勢力は56000'

N以南に於ては緩慢であるが， 56000'N以北に歪つ

56'・ て強くなるようである。これは流速測定によっても

認められたが，他方海底水温の分布からも判断され

る。即ち56000'N以南の等温線がほぼ水深と一致

し.冬期間に生じたOoc以下の負温帯が，北上流の

彰響を受けずに浅海の50m-120mに残存している

のに対し， 56000'N以北ではペγジyスキー湾の急

潮の彰響を受けて表面水と下層水とが混合して，

150m以浅には負温帯は存在しない (Fig.4)。

街北上温暖水の東側には透明度の低い水帯がみら

れたが，これは河川の排水を含んだ沿岸水と恩われ

る。また温暖水の沖合に認められた濁った水帯は.

イーチヤ及び::zyパコパ沖合を恥むとする左転渦流

によってオヨググ海北部より来流した7!(帯ではない

51・

5，.' 

5'3' 

かと思われるが明かでない。

(2) 表面水温

6月に於ける530QO'Nより58030'Nに亘る距岸20

浬沖海域の表面水温は，沿岸寄りが概して高く，沖合

になるに従って低くなる (Fig.3)。これは前項で述
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べたように155000'E以東には北上する温暖水があれその西側には渦流によって来涜した冷水帯があるた

めと考えられ，西水帯の不連続線は交錯して154030'Eから155000'Eにわたっている。即ちケブタ及びイー

チヤの1中には比較的冷たい沖合水の接岸がみられ，キスヤ河からアブタ河にかけては温暖水が可成沖合にま

で張出している。当海域の56000'N以北は潮流のため深浅の海水が混合して全般的に水温は低<.僅かペy

ジyスキー湾口の中央部のみが幾分高目となっている。

(3) 海底水温

底優水族の環境を知る上から海底水温を測定した (Fig.4)053000' Nより560∞'Nまでの盟主岸20浬以沖で

は陸岸に近づく程水温低く，沖合程高温である。等温線は概ね陸岸沿ひに伸びているが，54015'Nから54050'

N聞には湾曲部があり.54045' N. 154056' Eの地点に-0.9Cの滋離水塊が認められた。 560∞'Nから57
0

OO'Nの海域では155。∞'E線以西に負温帯があれその東側の浅海は水温が高い。 57ooo'N以北58030'Nに

出・ 154・ 1げ 1$'-・ M・ 至る海域では沿岸程水温高<.沖合の深海程低くな

導這S聖(ft)
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崎4・

っており.560oo'N以南海域と異った水温分布を示

してu、る。これは同海域の潮流が早く，浅海部の海

底水が表面の暖水と盟狩混合されて海底の水温が上

$8' 奔するためであり，深海部は潮流の影響を受けるこ

とが少いために負温帯が存在しているものと考えら

れる O

ffij6月当海域に於ける OOC以下の所謂負温帯は水

深50m-120mに現れており，その中心は60m-80

打 mにみられた。この負温帯は須田氏の説的によると

海氷の生成，其の磁解及び沖合表層海水の冬期冷却

による対流混合等によって生ずる中冷層の執心部を

示すものと云われ，当海域の水深が浅いために斯か

る分布をしているものと想像される。

(4) 水色及ひ@透明度は表面7k温分布とほぼ似

た傾向を示し，水色4-5.透明度12m-14mとい

う澄んだ水帯が陸岸と平行に距岸20i里-30浬附近に

みられ，その西側には水色6-7.透明度4m-6

mの水帯があり，東側には水色5.透明度9m-11

mの水帯が認められる。この海域に於ける水色は4

-7を示し，透明度は最低4mから最高14mに達し

"・

~ 

54' 

ている (Fig.5)。

3. 漁獲に就て

漁獲試験の総回数は91回であったが，曳網中に事

故のあった22回を除外した6月中の69回の操業によ

る漁獲を対象として，総漁獲量，深度別漁獲量及び

魚種別漁獲量等に就て検討を加えた。

(1) 総漁獲量及び魚種別漁獲量

69回の漁獲試験による総漁獲量は11田0.3貫(タラ

バガニ，アプラガニを除く〉である。この漁獲試験

は好漁場を重点的に調べたものではなく，潟獲成績

の如何に拘らず定点を逐次操業したものであるた

53" 
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m-60mで32.0貫と稽多く .61m-80mで急に減少

している。然し80m附近からは逆に増加して101m-120mに於て最高の漁獲量81.3買を示している。また

C区， 2 

め，この結果から直ちに漁場価値を判断することは

出来ないが，棲息する魚種別の量的傾向を知ること

が可首Eであろう (Table1)。

今これらの漁獲から魚種別の比率をみると，スケ

n・ トウダラが最も多く37.9%を占め，ヅノガレイ，ロ

スケガレイが次いで多くそれぞれ17.2%.14.9%を

示し，マダラは僅か13.1%に過ぎなv、。

以上の4魚類が滋獲の大部分を占めており，当海

域の主要魚種と云える。向これらの外多くの魚種が

n・ 源獲されたがいずれもみるべきものはなu、。

(2) 深度5.lIjii獲量
69回IJ:，漁獲結果を深度別に整理し. 1網平均の漁

獲量を算出した (Table2)。これによると水深が浅

いほど漁獲が多く.51m-60mで最高数量390.8貧

弱・ を示し，これより深さを増すに連れて減少し，特に

この傾向は91m-100mの233.2覧から101m-120m

で141.1貫と字滋し.100mを境として顕著に現われ

ている。そして181m-2∞mでは僅か14.7買にすぎ
ず.351m-4∞mに至つては皆無D状態となる。
このようなことから当海域の20浬以沖に於ては水

深と瀦獲は逆比例の関係を有していることが明らか

となり，企業的な見地から考えられる漁場の水深は

100m以浅であり，マダラを目的とする時には120m

線が限界と推定される。

く3) 魚種別の漁獲状況

~$' 

54' 

a. マダラ

53' 

マダラの漁獲は操業69回のうち1565貰で，総漁獲

量の13.1%に過ぎない。これは魚体測定の項でも述

べるように，マダラは一般に小型の若齢魚が大学を

占め，大型の成魚が少いためと考えられる。

深度別による 1網平均漁獲量の変化をみると.51 

120m以深では急徹に滋少し.3∞m以深に至って数尾の漁獲より見られない。
調査は50m以浅は出来なかったが.Table 2よりして浅い程漁獲の増加が想像される。これは春から秋に

かけて行われたタラ鈎漁業が沖合でなされず沿岸で好漁を得た事や，ソピエトの報告6)によれば，マダラは

冬期間200m附近に棲息しているが.3月-4月に産卵を終えた成魚が4月-5月にかけて沿岸に接近し，

激しく餌を漁って沿岸海水温度の低下する9月末-10月初頃まで浅海にとどまると云われ，また6月上旬50

m以下の水深で大型タラの大群震が認められた等からも判断される。

以上のことからマダラは51m-60mの沿岸群と.100m-120m附近を中心とした沖合群とが認められ，ソ

ピエトの調査と一致している。然しこの二群の関係は不明で，マダラの習性からして根ダラと沖ダラではな

いかとも考えられるが，浅海のものは魚体大きく深海のものは一般に小型で，従来の観念から解釈することは
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1958) 前回:西カムに於ける底曳網漁場

Table 1. Amount of tota1 catch and species of fish 

Species 

Cod 

Alaska pollack 

“Tsunogarei" 

“Rωukegarei" 

‘‘Dorogarei" 
“Umagarei" 

‘'Shumushugarei" 

“Karafutogarei" 

Halibut 

“Karasugarei" 

Arrow-t∞thed halibut 

“Hiregurogarei" 

“Samegarei" 

Herring 

“Kinkin" or "Kichiji" 

“Kuromenuke" 

“Kankai" 

"Kajika" 

Ray sp. 

‘'Genge" 

“Bikunin" 

“Inugochi" 

“Onishachiuo" 

*King crab 

*“Aburagani" 

Prawn 

Octopus 

“Konpeitouo" 

Tota1 catch 

Remark 

Catch in 69 hauls 
(unit : 1 kan=3.75 kg) 

1565.0 

4524.6 

2056.5 

1778.7 

田1.7

80.0 

242.5 

23.1 

111.3 

6.4 

7.5 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

8.0 

3田.0

35.0 

伺 .8

48.0 

0.3 

8.9 

2107 

91 

3.0 

15.0 

0.1 

11930.3 

ホKingcrab and “Aburagani" expressed by number 
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タ6

13.1 

37.9 

17.2 

14.9 

7.8 

0.7 

2.0 

0.2 

0.9 

0.1 

3.3 

0.3 

0.8 

0.4 

0.1 

0.1 

100 
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Table 2. Amount 0[. average catch and species of fish 

\\叫~J
Species ------------¥¥¥~ 51-60 61-70 71-80 81-90 91-100 101-120 
Cod 32.0 6.2 9.5 44.0 50.3 81.3 

Alaska pollack 47.5 168.0 128.6 179.2 62.8 31.3 

“Tsunogarei" 87.5 49.7 95.0 25.0 50.9 2.7 

“Rosukegarei" 187.5 41.5 42.8 8.3 34.5 

“Dorogarei" 4.8 22.9 34.9 21.0 19.4 15.3 
“Umagarei" 

“Shumushugarei" 10.0 6.7 

“Karafutoga児i" 2.0 5.3 14.7 7.3 0.3 

Ha!ibut 0.7 0.4 0.2 1.4 0.8 2.0 

“Karasugarei" 2.6 3.6 

Arrow-t∞thed ha!ibut 0.1 

“Hiregurogarei" 0.2 0.3 0.1 0.1 

“Samegarei" 

Herring 0.1 0.1 

“Kinkin" or “Kichijj" 

“Kuromenuke" 0.1 0.1 0.1 

“Kankai" 1.0 0.1 0.2 0.1 

“Kajika" 17.0 11.6 14.6 3.0 9.4 3.0 

Ray sp. 0.3 0.7 0.8 

“Genge" 0.1 1.8 2.0 1.2 

“Bikunin" 

“Inug∞:hi" 

“Onishachiuo" 0.1 0.1 0.1 

*King crab 39.8 28.4 30.7 116.0 32.9 57.8 

渇“Abragani"

Prawn 0.1 

Octopus 0.3 

.‘Tokubire" 0.3 0.4 0.2 1.0 

“Konpeitouo" 

Tota! catch 390.8 307.9 350.1 290.1 233.2 141.1 

Remark 

*King crab and “Aburagani" expres..ced by number 
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19団〕 前回:西カムに於ける底曳網漁場

aαording to depth (unit : 1 Kan=3.75 kg) 

121-140 141-160 161-180 181-200 201-250 251-300 301-350 351-必O

一一

33.4 12.7 18.9 5.8 6.8 3.3 0.8 

4.6 3.0 1.5 2.3 1.7 0.2 0.3 0.1 

3.6 0.7 0.3 0.2 

0.5 

14.0 1.1 1.0 0.6 1.4 0.3 0.1 

0.1 0.1 0.3 0.3 

0.4 0.5 1.0 0.5 

3.0 1.0 1.5 3.0 2.0 7.2 6.5 1.4 

0.2 0.2 

0.1 0.1 0.1 0.7 0.2 

0.1 0.1 

0.2 0.1 0.3 

0.7 0.2 0.5 0.3 0.8 0.1 0.1 0.1 

0.2 0.7 1.0 1.0 1.0 2.5 4.7 

0.6 1.0 0.4 0.5 0.5 1.5 3.9 1.0 

4.5 2.7 1.7 0.4 0.2 0.5 0.2 0.4 

0.1 0.2 0.1 0.1 

12.4 29.7 18.7 9.6 0.8 

0.3 0.4 1 4 17 

0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1 

0.6 1.0 0.7 0.4 0.5 0.5 1.0 

0.1 

66.5 24.8 26.5 14.7 15.2 17.4 16.1 9.2 
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出来ない。そこでマダラと海底水温の関係に就て検討した。その結果マダラはー0.50C-+0.05Cに濃密に

分布し，一0.05C以下の負担帯の所では目立って稀薄であった。然るに負温帯の中心(ー1.oOC--1. 02C) 

は60m-80mにみられ，漁獲の少なかった水深と一致している。また深海で越冬した魚群が接岸するに際し

て，負温帯があるため大型魚はそれを突抜けて接岸するが，小型魚はこれに阻まれて沖合にとどまり斯かる

分布をなしているものと推察される。

水平分布に就てみると陸岸に沿って距岸20浬-30i.里，水深60m-120mの所に分布し.最も漁獲の多かっ

た水域は海底水温の湾曲している54030N-55040' Nのカムチャッカ西海岸中部で.No.おでは240買の漁獲

があった (Fig.6)。

b. スケトウダラ

木種の漁獲量は各魚種中最も多く.4524.6買と全体の37.9%に相当する。度息範囲は51mから 400mに豆

IU. 154. 155・

S( 

5'" 

!J'. 

d 

~I 

51'. 

:w" 

2向。1'717恐喝

2D陶・<(_)1川町ー川崎

〈

UJ 

III 

品〈

1Il 

ト吋

=ミ

~ 

。

路4・ 155" 155" 

Fig. 6. Horizontal distribution of cod 

and Alaska tollack 

58・

5'. 

り，水深別1網平均漁獲畳はマダラの場合と多少具

り.61m-90mで多く，特に81m-90mでは179.2

貫と頂点をなし，それより深浅は共に不振で.120 

mを境として急激な減少がみられる (Table2)。

水平分布は距岸30浬以内の海岸に沿って分布して

u、る。然しスケトウダラはマダラより広範囲に亘っ

ており，しかも海岸寄りに多い。最も濃厚な群のみら

れたのはイーチヤ河沖の55015'N -55040' Nの海区

で.No.51では350貰の最高漁獲を示した (Fig.6)。

c. ツノガrレイ

ヅノガレイは総漁獲蛍の17.2%(2056.5貫〉に当

り，カレイ類では最も多い。深度別分布は51m-

200mにみられ.51m-60mで87.5貫.7lm-80m 

で95覧と多く.100m以深ではずっと少くなり.140 

5'" m 以深に至つては1貰に満たない (Table2)。

$5・

水平分布では56015N -56040' N. 55000' N -550 

15'N及び53030'N -54000' N等の浅海区に濃厚で，

特にケ 731からキグチク間では1網3∞貰{No.8) 

を漁獲したこともある (Fig.7)。

d. ロスケガレイ

本種はスケトウダラ，ツノガレイに次いで多く，総

漁獲量の14.9%(1778.7貫)を示している。深度別の分

布では51m-60mで1網平均の最高治資187.5貰を示

S4'・ し，これより深海では急激に滋少している(Table2)。

50m以浅の調査は行わなかったが.B'武氏町の調

査結果よりすれば.50m-60mに於て漁獲成績最も

良しそれより浅海では余り多くの漁獲はなかった

ようである。水平分布は550∞N以南の沿岸寄りの

げ 海底水温がー0.05C以上の海域が良好で.No.1. 

No.70. NO.71ではそれぞれ170貫-3∞貫の漁獲を

見ている (Fig.7)。

e. ドロガレイ及びウマガレイ
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こ¢漁獲量は全体の7.8%(田1.7貰〉に相当し，

何れの深度にも分布しているが稀薄である。漁獲は

71m-80mに多く 1網平均34.9賞である(Table2)。

水平分布はヅノガレイ，ロスケガレイ等に比駁して

精沖合に偏している (Fig.7)。

f. その他 (Table2)

カラフトガレイは総漁獲量の2%にあたり.回。

00' N -57000' Nの200m以浅に分布し， 71m-80m

に比般的多u、。ミンュムシュガレイは54000N以南の

釘・ 80m以浅に限られ，北部では殆んどみられない。

アプヲガレイ及びカラスガレイは550∞'N以南の
深所に若干みられ，大型のものが殆んどである。オ

ヘウは56030'N以南水域の水深310m以浅にみられ、

54000' N -55000' N聞に比絞的多U、。カジカは種類

~6. 多く，深浅何れの海域にも分布しているが， 54010' 
N.f;J南の浅海に多u、。本種の中で量的に最も多いの

は，俗にナベヨザシと云われている大型のものであ

る。エピ類ではホツコグアカエピ， トヤマエピ等あ

げ り，量的に少いが全海域に分布し，マダラ，スケト

$4' 

ウダラの胃中から大量に発見された。以上のほか浅

海ではクロメパノL及びカ y カイ等が，深海ではキシ

キシ(キチジ)，カスベ，ゲy ゲ，ピグニ Y，タコ

等漁獲されてし、る。

g. !ilラノζカ'ニ

当海域に於けるタラパガニの群は.春7K湿の上昇
に伴って産卵，索餌のため4月初め雌ガニが深海よ

り沿岸に来滋し，次いで雄ガニが4月下旬から 5月

ー 中旬にかけ雌ガニの後を追って接岸すると云われて
~r 
U、る町。

l凶・ 114・ ISS. 民・ In. 
この調査を実施した期間には雌ガニの群は既に沿

岸に移動した後で，沖合には殆んとみられず，雄ガ

ニも主群は接岸している模様で，沖合の棲息群は稀

薄で漁獲も少し 69回の漁獲試験の結果2107尾を漁獲し， 1網平均30.5尾にすき・ない。

Fig. 7. Horizontal distribution of “Tsunogareiヘ
“Rωukega陀i"，“rorogarei"and “Umagarei" 

海区別の漁獲状況をみると， 53000' N -54015' Nの海区では最も惑し操業31回で215尾に過ぎず，雄が

殆んどで雌は1尾だけであった。 54Q15'N以北.56040'Nまでの海区では，北上するに連れて好成績で， 540 

45' N ，154
0
56' E (No. 30)め地点では326尾の最高漁獲をみた。また54015'Nより北方では漁獲の増加に伴

って幼ガエ(アシヨガニ〉の混獲も増え，雌ガニの数も幾分増加した。特にカブラシ湾沖合の57015'N，1560 

回E(No.80)に於ては92属中雌ガζ が30%を占めていた。

漁獲成績の特によかった海区の海底水温をみると， .54045'N， 154056E (No.30)附近にはー0.09Cの冷

水塊があり，その周辺水温とは相還していた。また海底の等温線が顕著に湾曲している55030'N附近も概し

て良好な漁獲がみられ，海底水温とタラパガ=とは関係があるものと推察され，タラパガエの移動を知る上

から興味ある問題である。
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次に深度と漁獲との関係についてみると.51mの浅海から3叩mの深海にまで分布しており.300m以深で

は1尾の漁獲もなく，多くは51m-120mにみられた。最も多く漁獲された水深は81m-9Qmで. 1網平均

116尾である (Table2)。

h. アプラガニ

本種の漁獲はタラパガニに比較して少し総数僅か91尾である。その分布は54030'N-55000Nの200m以

深の海区に限られ.54045' N. 154016' E (No.26)で68尾の最高漁獲をみた。同海区の底質は砂，泥砂で海

底水温は他の海区に駿べて高くO.05C-1. 08Cである。

4. 漁場面積

本研究のために調査した大陸棚の総面積は.12∞呼方浬に達し.北海道周辺の底曳網漁場1400呼方浬9，

に匹敵するものである。然しこれまでに論じたことを総合すると，海底が岩礁，饗，石，ザシプ等で操業の

不可能な部分が相当広く，更に深度別漁獲では120m以深は漁獲急並走するために，実際底曳網漁場として産

業的に利用出来る面積は25∞平方浬と推定される (Table3)。

向この漁場面積は海底状況と 6月に於ける漁獲結果に基づいて算出したものである。従ってタラ，スケト

ウダラのような季節的に移動する魚群を対象とする際は，時期によりその値も変化する。

Tab!e 3. Area of valuable trawI fishing ground oH the west 
coast of the Kamchatka Peninsula 

Region Area (spuare miles) 

53000' N-540oo' N. from 120 meter冒 depthto 20 miIes 
off the coast 

54
0
00' N-55000' N • " 

55
0
00'N-55
0
45'N. " 

55045' N -56030' N. from 80 meters depth to 20 miIes 
off the coast 

TotaI 

5. 生物調査

(1) タラバガニの標識放流

1000 

7ω 

500 

300 

2500 

タラバガニの移動を知るために標識波流を行った。然しこれは当初の調査項目に組入れていなかったため

計画的なことは出来ず.2固で45尾.28尾と計73尾(何れも雄〉の放流を試みたに過き.ない。その結果自洋

丸船団の刺網で11尾，ソピエト船団で1尾計12尾が再捕の報告を受け，再捕率は16.4%である。

Table4によると54033'N .154043' E (No.23)の水深195mで放流した45尾のうち7尾が再捕されている。

このうち6尾は当年7月に捕獲され，いずれも 195mの深海からNEの浅海に移動しており.他の1尾は翌

年10月放流地点から SE/S，38i里で再捕された。また54045'N. 1540田'E水深85m(No.却〉で28尾を放

流し5尾再捕された。この5尾は7月に4尾.8月に1尾と皆年内に捕えられ，その移動方向は W伺t，WSW， 

East， Southと区々で一定した移動はみられないが，概してWSWの深海に肉っている。

以上の結果からタラバガユの沼海について早急な結論を出すことは到底不可能であるが，生物調査による

甲帽の測定，源獲状況等の結果を参考にして，その泊滋について考察を試みる。

-112ー



g
g〕

回
選
げ
閣
法
ト
打
診

FE期
情
強
訴
部

Table 4. The r哩sultso( tagged experim伺 tson king crab 

Liberation Recapture 
fDroaym s Dir町 tion Distance Vel∞ity 

of of 。f
Position Deptb 

width of Position liberation migration migration 
apve(er mradiglaee y 〉

(m) Sex 
carapace Date to 

Lat. Long. (cm) Lat. Long. recapture (mile) 

30.6.10 540担 'N 154043' E 1街 M 18.4 30.7.4 日。42'N 154058' E 83 24 NE 12.5 0.52 

F F ， F ， 16.2 7.5 54041' N 1540鴎 'E 88 25 NE 11.0 0.40 

， F F F F 17.8 7.5 54041'N 154056' E 88 25 NE 11.0 0.40 

F F F F F 15.4 7.7 54035' N 154059' E 27 E/N 9.5 0.35 

F F F ， F 18.0 7.24 54041'N 1550偲'E 44 ENE 13.5 0.31 

F F F F F 17.4 7.30 54044' N I 155001' E 50 NE1/2E 15.0 0.30 

F F F ， F 16.0 31.10.7 536 SE/S 38.0 0.01 

30.6.11 54045'N 154056' E 85 M 19.3 30.7.3 54045' N 1154
0
48' E 1 21 West 4.5 0.21 

， F ， F F 18.0 7.3 54043' N I 154050' E a WSW 4.0 0.18 

F ， F F ， 11.2 7.3 54043' N I 154050' E 22 WSW 4.0 0.18 

155。∞'E! 
. 

F F ， F F 17.2 7.8 54045' N z7 East 2.5 O.ω 

F F F F 15.2 7.10 54036' N 91 South 9.0 0.10 

i
'
-
-
M
l
E
 

Remarks 

Total num1:陪rof li加ration:73 
Total number ofr明 apture ; 12 

Re伺pturet:肥r偲 ntage : 16.49五



北大水産黍:報 (IX， 2 

6月に於けるタラパガエの雄は水深8Om-90m附近に多く滞留している模様であるが，標識放流の結果深

浅移動と水平移動を行っていることが分る。深浅移動についてみると，浅海のものは6月から 7月にかけて

緩慢ではあるが深海に移動しており，深海の195mで放流したものは，当時倫浅海に向って洞滋していた。

これは先に接岸した群が浅海で生殖を終え.これより深海に移動する先行群と，遅れて接岸する後尾群とが

あるためと考えられる。また水平移動については接岸の際は北に.離岸の時に南に偏し，その偏位の度合は

南に移動する傾向が大きい。このことは丸川氏10)の報告じよっても明らかであるが，今後のタラパガニの漁

獲量より判断される分布が北に厚く南に薄いこと，また甲嶋の測定の項でも述べるように，南に高齢の大型

のものが多く，北程若齢の小型のものが多いという事実等から，タラパガニは季節的に深浅移動をしながら

年々南下する傾向を有しているものと推察される。

(2) 魚体調査

測定に用いた体長は Totallength (全長〉で吻長より尾鰭の先端までの長さを示す。

a. マグラ

標本調査回数15囲，総数487尾でその平均体長は47.6cmであった。雌雄の比は49%に51%と大体字々と推

定される。産卵後のため生殖素は大型魚でもそj、さい。

体長組成をみると Fig.8の如くである。これより推定されることは，卓越群として38cmがあり， 48cm，

54cm， 60cm. 66cmの順になっている。これを年齢群とし， 38cmを満2年の群と仮定すれば， 3. 4. 5. 6年

仙

川

助

制

仰

ω

M

W

M

刷

凱

仰

柏

刷

山

川

O

群と考えられる。ソピエトに於け

る調査11)によると満1年で20cm

になり， 5.6年になってからは1

年間5cm程度の生長がみられると

いう。この資料からすると，前記

の年齢群の推定は大体当っている

ようである。 1偲4年から1939年に

わたって調べた資斜によると，当

海域沿岸の産業用マグラの平均体

長は72.8cmで，小型の6批m以下

5，43%，中裂の6Qcm-78cmが60.
72%大型の78cm-100cmはお.85

%という比率で， 6歳-9歳魚が

主排を占めているという。これに

対し底曳網による今回の調査では

38cmが漁獲の3分の1を占めて
おり，前記資糾と甚だしい差異が

認められた。これは前記資事ヰが主

として鈷漁業によるものであるの

に対し，今回の盗料は底曳網によ

って得ら託たという漏法の根本的

な相遣もあろうが，前記資料は沿

岸のものであり，本資務は沖合で

あることに大きな原因があると考

えられる。
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1958J 前回:西カムに於ける底曳網漁場

食性に就ては240尾を調べた。それによると胃中から発見された魚類はスケトウダラが大字を占め，ホッ

キョグカジカ，キウリ，ニシ:/.カレイ類等で，甲穀類としてはタラパガエ，ホッコグアカエピ，トヤマエ

ピ，ユーブアシァ等がみられホッコグアカエピが最も多い。また軟体動物ではタコが稀に発見された。食性

は以上のようであるが，年齢的にみると，高齢魚では魚類が多く，特にスケトウダラが大部分であった。若齢

v)小型魚ではスケトウダラを食しているものはなく，ホツコクアカエピが多く20.尾-40尾程度発見された。

倫小型魚の中には2cm位の Euphausia拘 cificaを満腹していたものもあった。

b. スケトウダラ

標本調査は4回で計2∞尾を行った。雌雄比は36%.64%で維が多い。体長組成は Fig.9の如くで，雌で

はおcmから44cmに及ぶ山があり，雄では40cm以下の主群がみられる。この結果今回漁獲されたスケトウダ

ラは，小さく未成熟のものが主群をなしていたことが窺われる。
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c. 7ノガレイ

食性はマグラの芳齢魚と類似しており，ホッヨグアカエピが多<.ユーブァシアも可成りみられた。

3地点で125尾の測定を行った結果によれば，雌61尾に対し，雄は64尾でほぼ同数である。体長組成は

Fig.10の如くで，平均体長は35.2cmである。性別の体長は雌が38cmに山があり，維が雌より小さく 32cm

に山がみられる。

胃の内容物は緑色の2枚貝 C2cm位〉が圧倒的に多く，稀にホヤ，タコノマグラ等もみられた。

d. ロスケガレイ

4地点で180尾について調べた。雌雄比率は59%に41%で雌の方が多い。平均体長は27.4cmで，その組成

は Fig.11の如く雌28cm，雄26cmに山がみられ，ツノガレイ同様雌が大きい。
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胃の内容物は緑色の2枚貝及び直径2crn-3cmのタコノマグラ等が主で，外に小型のヒキガニ，ホッコ

グアカェピ等がみみられた。

e. ドロガレイ及びウマガレイ

測定は5地点で177尾を行った。その雌雄比は35%に65%と雄が多い。体長組成は Fig.12の如くで，雌は

3Ocrn-32cmに.雄で26crnの所に山がある。胃の内容物はホッコクアカェピが主で，ユープアシァ，緑色の

2枚貝等も多く，時には小型のホッキョグカジカもみられた。

向ドロガレイとウマガレイの判別が出来なかったため一緒に扱ったものである。

f. カラスガレイ

カラスガレイは54011'N， 154035' Eの地点で漁獲した7尾について測定してみた。その平均体長は49.5

crn，平均体重2340gr.で，雌雄比は2:5と維が多かった。

g. タラパガニ

タラパガニの標本調査回数は14回で.472.尾を測定した。平均甲幅は153mrn，雌雄の比率は31:441で，雌

は僅か7%にすぎない。この雌は殆んどカブラシ湾沖合の No.80及び NO.84と北部漁場に於て漁獲された

ものである。

甲幅についてみると雄は77rnrn-221mmの大きさで， 150rnrn-18Omrnに於て最も多く，平均甲幅は158rnm

である。これを漁場別にみると‘53~∞，N __ 54000' Nでは平均185mmと老齢のものが多く，540∞'N-54
045'

Nで169rnrnと小さくなり，カブラシ湾沖合の No.80， No. 84では平均甲幅111rnm.134mmと更に小型になり，
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1958J 前田:西カムに於ける底曳網漁場

Table 5. The following is a list of fauna which were 

caught during this investigation 

Japanese narne (EngIish narne) 

“Suketodara" (Alaska伊lIack)
“Madara" (C吋〉
“Hiregurogarei" (Flounder sp.) 

“Samegarei (Flounder sp.) 
“Tsunogarei" (Flounder sp.) 
“Hanagarei" (Flounder sp.) 
“Karafutogarei" (Flounder sp.) 
“Rosukegarei" (Flounder sp.) 

“Shumushugarei" (Flounder sp.) 

“Dorogarl.'i" (Flounder sp.) 
“Urnaga陀 i"(Flounder sp.) 
“Ohyδ" (Halibut) 

“Karasugarei" (Flounder sp.) 

“Aburagarei" (Arr，∞w-toothed haIibut) 
‘‘Norogenge" 
“Kurogaji" 
“Wanukegenge" 
“Tenagakurogenge" 
“Kδrirnedarnaginpo" 
‘‘Ikanago" 
“Kusauo" 
"Togaribikunin" 
“Togedango" 
“Koritokubire" 
“Inug，∞hi" 
“Kemushikajika" 
‘‘SebirokaHka" 
e‘TogekajH盟主"
・'Nameyokosujikajika"
‘‘Kujakukajika" 
“Kitanohokke" 
‘‘Kuromenuke" 
“KichiW' 
“Kyuriuo" 
“仁泊horokoma"
“Nishin" (Heηing) 
“Kitanokasube" (Ray sp.) 
‘‘Kawayatsllme" 
“Kanzashi加ya"
“Okinotezurumozuru" 
.‘Toyarnaebi" 
“Hokkokuakaebi" 
“Hikigani" 
“Zuwaigani" 
‘‘Aburagani" 
“Tarabagani" (King crab) 
“Mizubako" (白topussp.) 
.・凸narufumi田i"
“Ezo'加，ragai"
“δ'yanagiumiera" 

Scientific name 

Theragra chalcogramma(P ALLAS) 

Gadus macrocethalus TILEsms 

Glyttocethalus stel'eri (SCHMIDT) 

Clidoderma asμw抑制m (T'EMMINCK & SCHLfilG1JL) 
Pleuronectes tallasii STEINDACHN1JR 

Limandaρrobosddea GILB1JRT 
Limanda sakhalinensis HUBBS 

Lima即iaasρera (P ALLAS) 
Leρidoρ'setta bilineata (AYR1JS) 
H幼Itoglossoidesroh古stusGILL & TOWNS1JND 
HiAρoglossoides elassodon JORDA1'1 & GILB1JRT 
Hitpoglossus stenole，〆SSCHJJlInT 
Reinhardtius hかμg!ossoides(W ALBAU JJI) 
Atherestes evermanni JORDAN & SrARKs 

Alloletis hollandi JORDAN & HUBBS 

Lycodes soldatovi TAl:ANFlTZ & ANDRIASHFlV 

Lycodes heinemanni SOLDATOV 

Lycodes macrochir SCH'"Il'IDT 

Lum，μnus fabridi (CUVIFlR & VALFlNCIFlNN1JS) 
Ammodytesμrsonatus G1RARD 
副知的 tanakae(GILBFlRT & BURKE) 
Litaris rhodos伽 aBURKFJ 

Eumicrotremus togedango KURONUJJlA 

Podothecus gilherti (CCLLf!TT) 

Perds jo，ρonica (P ALLAS) 
Hemitritterus villosus (P ALLAS) 

Gymnocanthus detrisus GILBFlRT & BfJRKFl 

Myoxoce，ρhalusρolyacanthoce，ρhalus P A LLA S 
Hemileρidotus jordani BNAN 
Mellete ta，ρilio BTlAN 
Pleurogrammus mono.ρterygius (P ALLAS) 
Sehastes gla14cus (HILGFlNDORF) 
Sebastes macrochir (GUNTHFlR) 
Osmerus dentex STFlINDACHNFJR 
Salvelinus malma (WALBAITM) 
Cluρ師向llas;;CUV1FJR & VALFJNCIHNN1JS 
B開 virajaabasiriensis 1 SH IY A JJlA 
Lamtetra jatonica ja.μnica (MARTFlIN) 
Syco:tioa kan却 si(OKA) 
Gorgonoce，ρ，halus caryi LY MAN 
Pandalus hyρsinotus BRANDT 
Pandalus b四・ealisKROYFlR 
島崎 cc沼rctatusaltaceus BRANDT 
Chionoecetes otilio O.F ABRICIUS 
Paralithodes brevites BRANDT 
Paralithodes camtschatica TIL月sms
PolyμIS dofleini WULKFJR 
VenB1'icardia crebricostata KRAUSFJ 
NゆtuneaUrata GJJlFJLIN 
PavωUJria finmarch;ca SARS 
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南側に高齢の大型群が多く，北偏するに従って小型群がみられる。雌の甲幅は雄に比較して可成小さし 70

mm-124mmに分布し.80mm-90mmに密で，平均甲隠は91mmであった。

街雌の漁獲は前述の如くNo.80で80尾中24尾漁獲され最も多<.7k深は78mと深いが，産卵場になってい

た様に思われた。またNo.84では6尾の漁護があり，沿岸寄であったため産卵群の一部が混獲されたものと

考えられる。

h. アプラガニ

アプラガニはNO.25及びNo.26の両地点で78尾を測定し，平均甲幅1詔mmを得た。雌雄比は73:5と雌が

圧倒的に多い。本種はタラパガニ同様維が小さく雄は大きし雌雄iJl}の平均甲偏は131mm，166mmである。

雌の73尾について生殖素をみると.l02mm以下のもの3尾ありいずれも外卵なし幼ガニに属するもので

はないかと思われる。これより大型の雌は総て成熟しており，既に放卵を終ったもの7尾，放卵中のもの及

び放卵直前のもの63尾が観察された。

以上の結果から雌の多く漁獲された54045'N， 154016' Eを中心とする深海区は，アプラガニの産卵場に

なっていたものと推定される。

(3) 棲息動物の種類

陸息動物の種属査定は，底曳網で漁獲したものの中から採集した標本を北大水産学部水産動物学教室小林

喜雄氏に依頼して行った (Table5)。

IV結 言

実日数墜か21日の短期.習に53000'N -58030' N迄の広大な海戎を調査したため，魚群の移動，海況の時期

的変動及び海底状況等lこ関する綿密な資斜を把握することは出来なかったが，一定期間内の漁況，底魚の分

布，海況並びに海底形状等の概要を知ることが出来たわけで，その結果底曳網漁業の対象として産業的に利

用出来る潟場の面積は，凡そ2500平方j里であることが明らかとなった。これに53000'N以南の面積回∞平方

浬(昭和15年宮武技官調査報告書より201里以沖の豊漁漁場を算出した〕を加えると，カムチャッカ西海岸沖

合の底曳網漁場面積は実に371∞平方i里に達する。この有用漁場は日木沿岸のそれに比較して資源量に恵ま

れ.しかも未開発であるため底曳網源場としては好個の場所として大きな期待がもたれる。

然し木漁場には重要魚種であるマダラは意外に少しスケトウダラ，ヅノガレイ.ロスケガレイ等の低廉

魚が漁獲の大部分を占めていることや，漁場と狼拠地との距離的関係から生ずる漁船の大型化，或は母船式

かの操業形態の問題，更に冬期.苛の季節治な漁期の制約等があって，当漁場を底曳網漁場として産業的に利

用するまでには向幾多の課題が浅されている。

終りにあたり本調査研究の端緒を与え，更にその実施にあたって御指導を賜った水産庁街内万一技官，現

地に於て調査の便宜を計られた同山平喜一良E.同高橋昇の両技官，調査方法及び研究の取纏にあたって有益
な助言と批判を下さった北海道大学水産学部斎藤市郎教授，向上野元一助教授，同小株喜雄助手，また資糾

の整理に終始協力された野口かの嬢の諸氏に対し.ままに記して衷心より感謝の意を表すると共に，調査船第

15みなと丸加藤漁傍長以下乗組員の御協力に対しても深甚の謝意を表する次第である。
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PLATE 1. Echo-image of the民a-bottomoff the west∞ast of tbe Kamcbatka Peninsula 
1. Near lat. 53。∞'Nline 
2. Lat. 54045明日間

3， Lat. 550GG'N line 

4. Lat. 56029'N line 

5. Neai lat.開。54'N1加e

6. Lat. 57015'N line and 570却 'Nline 

7. Lat. 57054' .5N line 

8. Entrance of Penjinskii Bay 
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